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平
成
26
年
度

【
骨
格
予
算
】

　
　

首
長
な
ど
の
改
選
を
目
前
に
控
え
て
、

　

年
間
の
行
政
活
動
を
全
て
に
わ
た
っ
て
予

　

算
計
上
す
る
こ
と
が
困
難
、
あ
る
い
は
適

　

当
で
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
新
規

　

の
施
策
な
ど
を
見
送
り
、「
投
資
的
経
費
」

　

を
極
力
抑
え
て「
義
務
的
経
費
」
を
中
心

　

に
編
成
さ
れ
る
予
算
で
す
。
新
規
お
よ
び

　

び
政
策
的
経
費
な
ど
の
計
上
さ
れ
な
か
っ

　

た
経
費
は
、
次
の
議
会
で
補
正
予
算
と
し

　

て
肉
付
け
し
、
予
算
編
成
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
投
資
的
経
費
…「
普
通
建
設
事
業
費
」
な

　

ど
の
、
支
出
の
効
果
が
長
期
に
わ
た
る
経

　

費
の
こ
と
で
す
。

▼
義
務
的
経
費
…「
人
件
費
」
な
ど
の
任
意

　

に
節
減
で
き
な
い
、
硬
直
性
の
強
い
経
費

　

の
こ
と
で
す
。

【
一
般
会
計
と
特
別
会
計
】

　
　

地
方
公
共
団
体
の
会
計
の
う
ち
、「
一

　

般
会
計
」は
基
本
的
・
全
般
的
な
経
費
を

　

経
理
す
る
会
計
で
、「
特
別
会
計
」
は
特

　

定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
特
定
の
歳

　

入
・
歳
出
を
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理

　

す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

【
歳
入
】

▼
町
税
…
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く「
町

　

民
税
」、「
固
定
資
産
税
」、「
た
ば
こ
税
」、

　
「
軽
自
動
車
税
」な
ど
の
税
金
で
す
。

▼
地
方
交
付
税
…
市
町
村
の
財
政
力
に
応
じ

　

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で「
普
通
交

　

付
税
」
と「
特
別
交
付
税
」が
あ
り
ま
す
。

　
「
地
方
交
付
税
」は
、
団
体
間
の
財
政
力
の

　

不
均
衡
を
な
く
し
、
ど
の
住
民
に
も
一
定

　

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
る
よ
う
、
国
税

　
（
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
お
よ

　

び
た
ば
こ
税
）と
し
て
集
め
ら
れ
た
財
源

　

の
う
ち
一
定
割
合
の
額
を
、　

地
方
公
共

　

団
体
に
再
配
分
す
る
も
の
で
す
。

▼
町
債
…
町
の
借
入
金（
借
金
）で
償
還
が
２

　

年
以
上
に
わ
た
る
も
の
で
す
。
公
共
施
設

　

建
設
の
よ
う
に
一
時
的
に
多
額
の
経
費
を

　

必
要
と
し
、
か
つ
長
期
間
に
わ
た
っ
て
利

　

用
で
き
る
も
の
を
財
源
に
あ
て
ま
す
。

▼
国
庫
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
特
定
の
事

　

業
に
対
し
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　

の
こ
と
で
、
国
庫
負
担
金
、
国
庫
補
助
金
、

　

国
庫
委
託
金
の
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

▼
県
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
事
業
に
対
し

　

て
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
通
常
は

　

使
途
が
特
定
さ
れ
ま
す
。

▼
繰
入
金
…
積
立
金（
基
金
）の
取
り
崩
し
金

　

や
他
の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金
で
す
。

【
歳
出
】 

　
　

地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
業
を
目
的
別

　

に
分
類
す
る
も
の
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

　

水
準
や
行
政
上
の
特
色
な
ど
を
知
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

▼
議
会
費
…
議
会
運
営
の
経
費
で
す
。 

▼
総
務
費
…
行
政
全
般
の
事
務
な
ど
に
関
す

　

る
経
費
で
す
。 

▼
民
生
費
…
障
が
い
者
、
高
齢
者
な
ど
に
対

　

す
る
福
祉
の
充
実
や
、
子
育
て
支
援
な
ど

　

の
社
会
保
障
に
要
す
る
経
費
で
す
。 

▼
衛
生
費
…
環
境
保
全
、
疾
病
予
防
、
健
康

　

増
進
な
ど
の
経
費
で
す
。 

▼
農
林
水
産
業
費
…
農
林
業
振
興
た
め
の
支

　

援
や
生
産
基
盤
整
備
な
ど
の
経
費
で
す
。 

▼
商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
の
振
興
の
た
め

　

の
経
費
で
す
。 

▼
土
木
費
…
道
路
や
河
川
、
公
園
、
施
設
建

　

設
な
ど
社
会
資
本
を
整
備
す
る
た
め
の
経

　

費
で
す
。 

▼
教
育
費
…
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
の
充
実
、

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費
で
す
。

▼
公
債
費
…
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
た
お

　

金
（
町
債
）の
元
金
・
利
子
や
一
時
借
入
金

　

の
利
子
を
支
払
う
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
諸
支
出
金
…
他
の
支
出
科
目
に
含
ま
れ
な

　

い
経
費
を
ま
と
め
た
科
目
で
す
。
各
種
基

　

金
へ
の
積
立
金
、
土
地
取
得
費
な
ど
が
あ

　

り
ま
す
。 

▼
予
備
費
…
予
算
編
成
時
に
予
期
し
か
っ
た

　

支
出
や
、
歳
出
予
算
の
計
上
不
足
な
ど
に

　

対
応
す
る
た
め
の
科
目
で
す
。

町税
15億3,985万円
（13.6%）

使用料・手数料
4億 9,136万円

（4.4%）

分担金・負担金
1億4,925万円

（1.3%）

 財産収入
1億6,551万円

（1.5%）

 諸収入
２億2,721万円

（2.0%）

地方譲与税
1億100万円

（0.9%）

地方消費税交付金
２億700万円

（1.8%）
地方交付税
54億2,700万円
（48.0%）

国庫出金
12億5,040万円
（11.1%）

県支出金
９億298万円
（8.0%）

町債
７億6,090万円
（6.7%）

自動車取得税交付金…1,400万円（0.1%）
地方特例交付金…210万円（0.0%）
利子割交付金ほか…1,440万円（0.1%）

義務的経費（58.3％）
投資的経費（3.1％）

人件費
22億351万円
（19.5%）

扶助費
23億1,245万円
（20.5%）

公債費
20億6,738万円
（18.3%）

普通建設事業費
３億5,311万円
（3.1%）

災害復旧事業費
536万円（0.0%）

物件費
13億7,827万円
（12.2%）

維持補修費
２億6,959万円
（2.4%）

補助費等
15億9,653万円
（14.1%）

基金積立金
１億5,736万円
（1.4%）

繰出金
８億
7,082万円
　（7.7%）

投資・出資・貸付金
7,255万円（0.6%）

予備費
2,000万円
（0.2%）

繰入金（0.5%）
5,397万円

自主財源（23.2％）
依存財源（76.8％）

歳入

113億
693万円

歳出

113億
693万円

特別会計 予算等金額

同和地区住宅新築資金等
貸付事業特別会計

8,598万円

国民健康保険事業
特別会計

46億 9,689万円

後期高齢者医療特別会計 2億 9,322万円

国民健康保険福智町立
診療所事業特別会計

8億 8,231万円

田川郡町村公平委員会特別会計           152 万円

水道事業会計

収益的収入   ６億2,602万円

収益的支出   ８億4,752万円

資本的収入   0 万円

資本的支出   1億 2,423万円

用
語
説
明

　
一
般
会
計
の
歳
入
を
見
て
み
る
と
、
前
年
度
と

比
較
し
て
14
億
１
千
２
百
万
円
減
の
、
１
１
３
億

７
百
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
歳
入
を
大
き
く

分
類
す
る
と
、
税
収
入
な
ど
町
の
自
主
的
な
収
入

「
自
主
財
源
」と
、
国
や
県
お
よ
び
そ
の
他
機
関
等

の
意
思
決
定
に
基
づ
く
収
入「
依
存
財
源
」に
分
け

ら
れ
ま
す
。
家
計
に
例
え
る
と
、
自
主
財
源
は
自

分
で
働
い
て
得
た〝
給
料
〞な
ど
の
収
入
の
こ
と
で
、

依
存
財
源
は
親
な
ど
か
ら
援
助
し
て
も
ら
う〝
仕

送
り
〞な
ど
の
収
入
の
こ
と
。
こ
の
自
主
財
源
が
多

い
ほ
ど
使
え
る
お
金
が
増
え
、
町
に
置
き
換
え
る

と
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
町
の
自
主
財
源
は
下
の
グ
ラ
フ
が
示
す

と
お
り
、
収
入
全
体
の
約
23 

%
に
と
ど
ま
り
、
財

政
基
盤
の
脆き

弱じ
ゃ
くさ

を
表
す
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
一
般
会
計
の
歳
出
を
み
る
と
、
支
出
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る「
義
務
的
経
費
」は
、
退

職
に
対
し
て
採
用
を
抑
え
た
結
果
、
職
員
数
が

減
り
、
人
件
費
が
前
年
に
比
べ
て
１
億
６
百
万
円

減
と
な
り
ま
し
た
が
、
社
会
保
障
な
ど
の
支
援

に
要
す
る
扶
助
費
が
５
千
８
百
万
円
増
と
な
っ
た

た
め
、
合
計
は
３
千
万
円
減
の
65
億
８
千
８
百
万

円
を
計
上
。
道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
と
い
っ

た「
投
資
的
経
費
」
は
、
骨
格
予
算
の
た
め
原

則
的
に
計
上
を
見
送
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
例
外

的
に
前
年
か
ら
の
継
続
的
事
業
や
そ
の
他
補

修
的
な
工
事
費
な
ど
が
組
み
込
ま
れ
、
合
計
は

３
億
５
千
８
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
投
資
的
経
費
等
を
含
む「
肉
付
予
算
」

は
、
６
月
の
定
例
議
会
に
補
正
予
算
と
し
て
上
程

さ
れ
る
予
定
で
す
。
不
足
し
て
い
る
財
源
は
町
債

の
発
行
や
基
金
の
取
り
崩
し
で
ま
か
な
う
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
預
か
っ
た
貴

重
な
財
源
を
効
率
的
に
活
用
し
、
最
大
限
効
果

的
な
行
財
政
運
営
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

無
駄
の
な
い
効
果
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ

　

３
月
に
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
た
た
め
、
平
成

26
年
度
の
当
初
予
算
は
、「
義
務
的
経
費
」を
中

心
に
、
最
低
限
必
要
な
経
費
を
織
り
込
ん
で
編

成
し
た「
骨
格
予
算
」で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

町
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
活
用
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
わ
た
し
た
ち
の
大
切
な

税
金
は
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
こ
で
は
平
成
26
年
度
予
算
の
編
成（
骨

格
予
算
）に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※金額が少額のため、
「0.0％」表示になって
いるところがあります。

※金額が少額のため、
「0.0％」表示になって
いるところがあります。

議会費　1億4,783万円（1.3%）

総務費　11億8,598万円（10.5%）

民生費　46億9,535万円（41.5%）

衛生費　10億82万円（8.9%）

労働費
246万円
（0.0%）

農林水産費　２億2,446万円（2.0%） 商工費
6,201万円
（0.5%）

土木費　3億9,680万円（3.5%）
消防費　3億7,904万円（3.4%）

教育費　９億4,209万円（8.3%）
災害復旧費
536万円
（0.0%）

公債費　20億6,738万円（18.3%）

諸支出金・予備費　１億9,736万円（1.7%）


